
 

研修観察会「野鳥観察、鳥の保護、環境の再構築と保全」  写真報告    東葛しぜん観察会 

行徳野鳥観察舎「あいねすと」の展示コーナー
見学、行徳鳥獣保護区の自然見学、千葉県野鳥
救護所見学、みどりの国の遊歩道を歩く。 

 

開催日：2026年 3月 6日（日）  晴れ 
参加者：20名、講師：中村麻衣氏 担当：渋谷 
10時開始～14時 30分頃解散 

中村、渋谷、参加者：大川、小川、草野、小坂、白井幸、白井香、鈴木俊、鈴木と 

田島、長谷川、林信、平田裕、平田雅、藤井佳、前田、三嶋、梁川、山口、龍門 

最初に中村さんから ようこそ「あいねすと」へ！ご挨拶    2階の観察スペース。工夫を凝らした掲示コーナーも 
 

保護区の見学  目を閉じて なにが聴こえますか？     タヌキは 5～6匹みました 溜め糞は通路に数ヵ所あり 

ナガエツルノゲイトウ オオフサモの駆除に苦労していると   いろいろなカモ類や水鳥を観察   下段に記載 

傷ついた野鳥を救護 野生復帰を手助けする野鳥病院   みどりの国 遊歩道を進み カワウの糞の臭いも体感 

カモ類や水鳥 などがみられた：ホシハジロ、キンクロハジロ、スズガモ、コガモ、カワウ、マガモ、アオサギ、トビ、
コサギ、カルガモ、ヒクイナ、カイツブリ、カンムリカイツブリ、ハジロカイツブリ、キジバト、シジュウカラ、メジロ、 
ヒヨドリ、アオジ、ウグイス、ツグミ、アカハラ、モズ、ハシブトカラス、コゲラ、スズメ、タヌキ、アライグマ足跡 


